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は じ め に  

 １ ） 本 計 画 の 位 置 付 け  

  ＜ 大 阪 市 公 共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト 基 本 方 針 ＞  

わ が 国 の 高 度 成 長 期 に 整 備 さ れ た 公 共 施 設 が 今 後 全 国 的 に も 集 中 的 に 更

新 時 期 を 迎 え ま す 。 そ の た め 、 国 を 挙 げ て の 維 持 管 理 体 制 の 構 築 が 進 め ら

れ て い ま す 。  

平 成 25 年 11 月 に は 、国 の イ ン フ ラ 老 朽 化 対 策 の 推 進 に 関 す る 関 係 省

庁 連 絡 会 議 に お い て 「 イ ン フ ラ 長 寿 命 化 基 本 計 画 」 が 策 定 さ れ 、 各 施 設 を

管 理・所 管 す る も の が イ ン フ ラ 長 寿 命 化 計 画（ 行 動 計 画 ）・個 別 施 設 ご と の

長 寿 命 化 計 画 （ 個 別 施 設 計 画 ） を 策 定 す る こ と 及 び こ れ ら の 計 画 に 基 づ き

点 検 等 を 実 施 し た う え で 適 切 な 措 置 を 講 じ る こ と が 求 め ら れ て い ま す 。  

平 成 26 年 4 月 に は 総 務 省 よ り 「 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 の 策 定 に あ

た っ て の 指 針 」（ 平 成 30 年 2 月 改 定 ）が 示 さ れ 、地 方 公 共 団 体 に お い て 、

公 共 施 設 の 現 況 や 、 総 合 的 ・ 計 画 的 な 管 理 に 関 す る 基 本 的 な 方 針 な ど を 定

め る 計 画 の 策 定 が 求 め ら れ て い る と こ ろ で す 。  

本 市 に お い て も 、 高 度 成 長 期 に 整 備 し た 公 共 施 設 の 本 格 的 な 更 新 時 期 を

迎 え る に あ た り 、 総 合 的 か つ 計 画 的 な 施 設 の 維 持 管 理 を 進 め る う え で の 基

本 的 な 方 針 と し て 「 大 阪 市 公 共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト 基 本 方 針 」 を 平 成 27 年

12 月 に 策 定 （ 令 和 3 年 2 月 一 部 改 訂 ） し ま し た 。 同 方 針 は 、 本 市 の 「 公

共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 」 で あ る と と も に 、 関 係 省 庁 連 絡 会 議 に お い て 策 定

さ れ た「 イ ン フ ラ 長 寿 命 化 基 本 計 画 」に 基 づ く「 イ ン フ ラ 長 寿 命 化 計 画（ 行

動 計 画 ）」 に あ た る も の で す 。  

   

  ＜ 個 別 施 設 計 画 ＞  

イ ン フ ラ 施 設 は 市 民 生 活 を 支 え る 重 要 な 施 設 で あ り 、 安 全 性 や 健 全 性 を

確 認 す る た め の 点 検 調 査 を 行 い な が ら 、 予 期 せ ぬ 損 傷 が 発 生 し た 場 合 や た

だ ち に 補 修 を し な い と 重 大 な 事 故 が 発 生 す る 場 合 の 緊 急 的 な 対 応 、 施 設 の

こ ま め な 補 修 に よ る 長 寿 命 化 な ど に よ り LCC を 最 小 に す る た め の 予 防 的

な 措 置 な ど さ ま ざ ま な 取 り 組 み を 実 施 し 、 将 来 に わ た っ て 適 正 に 機 能 維 持

し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

こ れ ま で 、建 設 局 で は い ち 早 く 施 設 の 老 朽 化 対 策 に 取 り 組 ん で き て お り 、

予 防 的 な 措 置 に よ る 維 持 管 理 を 実 施 す る 施 設 に つ い て は 、 定 期 点 検 を 行 い

な が ら 、 計 画 的 に 維 持 管 理 ・ 更 新 を 推 進 す る 必 要 が あ り ま す の で 、 そ れ ぞ

れ の 施 設 の 特 性 に 応 じ て 維 持 管 理 計 画 を 策 定 し 、 着 実 な 取 り 組 み を 実 施 し

て き て い ま す 。  

建 設 局 の 管 理 す る 「 河 川 」 に つ い て は 、 平 成 ２ ６ 年 ３ 月 に 「 大 阪 市 河 川

管 理 施 設 維 持 管 理 計 画 」 を 策 定 （ 平 成 31 年 3 月 改 定 ） し 、 施 設 の 長 寿 命

化 を 推 進 す る と と も に 、 維 持 管 理 ・ 更 新 費 の 抑 制 と 平 準 化 に 取 り 組 ん で き

て お り 、 今 後 も 様 々 な 環 境 や 情 勢 の 変 化 、 技 術 革 新 な ど に 応 じ て 更 な る 維

持 管 理 ・ 更 新 の 効 率 化 に 努 め 、 計 画 の 不 断 の 見 直 し を 行 い 、 計 画 の 内 容 の

一 層 の 充 実 を 図 っ て ま い り ま す 。  

本 計 画 は 、「 大 阪 市 河 川 管 理 施 設 維 持 管 理 計 画 」を も と に 、安 全 ・ 安 心 の

確 保 及 び 中 長 期 的 な 維 持 管 理 ・ 更 新 費 の 削 減 や 予 算 の 平 準 化 等 を 図 る こ と

を 目 的 と し て 策 定 し た 維 持 管 理 計 画 で 、「 大 阪 市 公 共 施 設 等 マ ネ ジ メ ン ト 基

本 方 針 」 に 基 づ く 個 別 施 設 計 画 と し て 位 置 付 け て い ま す 。  
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 ２ ） 本 計 画 で 定 め る 内 容  

   本 計 画 で は 、 次 の 事 項 に つ い て 定 め て い ま す 。  

 

 

  

 

 

３ ） 注 意 事 項  

   本 計 画 は 、 現 時 点 の 点 検 結 果 に よ る 想 定 で あ り 、 今 後 の 定 期 的 な 点 検 ・

監 視 に よ る 見 直 し や 社 会 状 況 に よ っ て 変 わ る 可 能 性 が あ り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象施設 計画期間
対策の優先

順位の考え方

個別施設の

状態等

対策内容と

実施時期
対策費用

インフラ長寿命化基本計画

（基本計画）【国】

各省庁が策定 大阪市公共施設マネジメント基本方針

（行動計画）【国】

学
校

河
川

道
路

（個別施設計画）

公
園

河
川

橋
梁

下
水
道

（個別施設計画）

（行動計画）【地方】

インフラ長寿命化計画体系図

道
路



３ 

 

１ ． 対 象 施 設  

１ ） 大 阪 市 の 河 川 管 理 施 設  

大 阪 市 内 の 河 川 数 は 令 和 4 年 ３ 月 末 現 在 で 、33 河 川 、総 延 長 ： 約 146km

と な っ て い ま す 。 こ の う ち 、 大 阪 市 は 一 級 河 川 6 河 川 、 準 用 河 川 4 河 川 、 普

通 河 川 4 河 川 の 管 理 （ 総 延 長 ： 約 24km） を 行 っ て い ま す 。 ま た 、 一 級 河 川

の う ち 大 阪 府 管 理 の 城 北 川 に つ い て は 、 河 川 工 事 や 維 持 及 び 管 理 事 務 の 一 部

を 大 阪 市 が 行 っ て い ま す 。  

 



４ 

 

河 川 は 、「 治 水 」・「 利 水 」・「 環 境 」 の 3 つ の 機 能 を 担 っ て い ま す 。 大 阪

市 で は 、 本 市 の 地 域 特 性 に 応 じ た 多 様 な 機 能 を 有 す る 河 川 管 理 施 設 を 整 備

し て お り 、 こ れ ら を 対 象 に 「 河 川 管 理 施 設 維 持 管 理 計 画 」 を 策 定 し て い ま

す 。  

 

①  治 水 機 能  

大 阪 市 は 、 大 部 分 が 低 平 地 で あ り 、 排 水 性 が 悪 い と い う 治 水 上 非 常 に 不

利 な 地 形 的 特 性 を 有 し て い る 上 に 、 急 激 な 市 街 化 に よ り 、 都 市 の 保 水 ・ 遊

水 機 能 が 著 し く 低 下 し た こ と か ら 、過 去 に 多 く の 浸 水 被 害 や 高 潮 被 害 を 受

け て き ま し た 。  

そ の た め 、 早 く か ら 護 岸 等 の 治 水 施 設 を 整 備 し 、 洪 水 や 高 潮 等 の 災 害 リ

ス ク か ら 市 民 の 生 活 ・ 財 産 を 守 っ て い ま す 。  

【 治 水 施 設 】 護 岸 （ 鋼 矢 板 、 コ ン ク リ ー ト 等 ）、 河 床 、 水 門 、 排 水 機 場 、  

排 水 ポ ン プ  等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  利 水 ・ 環 境 機 能  

大 阪 市 は 、 河 川 面 積 の 市 域 に 占 め る 割 合 が 約 10％ と 国 内 大 都 市 の 中 で

も 非 常 に 水 面 に 恵 ま れ て い る 都 市 で あ り 、都 心 部 を 河 川 で 囲 ま れ て い る 世

界 的 に も 珍 し い 都 市 の 形 状 を 有 し て い ま す 。 ま た 、 多 く の 歴 史 や 文 化 ・ 観

光 資 源 が 水 辺 に 立 地 し て い る な ど 、 水 辺 の 魅 力 を 有 し 、 水 の 都 と し て の ポ

テ ン シ ャ ル が 高 い 都 市 で あ る と 言 え ま す 。  

こ れ ら の 特 徴 を 活 か す た め に 、 快 適 な 水 辺 空 間 の 創 出 や 「 水 都 大 阪 」 の

実 現 の た め 、 維 持 用 水 の 送 水 等 に よ る 河 川 環 境 整 備 や 、 船 着 場 、 親 水 性 の

高 い 遊 歩 道 な ど の 整 備 を 実 施 し て い ま す 。  

 

【 利 水・環 境 施 設 】親 水 施 設（ せ せ ら ぎ 、遊 歩 道 、送 水 ポ ン プ 等 ）、船 着 場 、

安 全 柵 ・ フ ェ ン ス 、 河 川 情 報 板  等  

 

 

 

 

 

 

 

 

加 美 巽 川 ・ 排 水 機 場  東 横 堀 川 ・ 鋼 矢 板 護 岸  

道 頓 堀 川 ・ 船 着 場  

住 吉 川 ・ 水 門  

十 三 間 川 ・ せ せ ら ぎ  道 頓 堀 川 ・ 遊 歩 道  



５ 

 

２ ． 計 画 期 間  

本 計 画 は 、 大 阪 市 建 設 局 所 管 施 設 と し て 、 適 切 な 維 持 管 理 を 推 進 す る た め 、

令 和 3 年 度 か ら の １ ０ 年 間 を 計 画 対 象 と し 、あ わ せ て 、河 川 管 理 施 設 の 機 能 を

適 切 に 保 持 す る こ と を 目 的 に 、 詳 細 点 検 ・ 調 査 等 を 行 い な が ら 、 ５ 年 サ イ ク ル

で 計 画 を 更 新 す る こ と と し て お り ま す 。  

 

３ ． 個 別 施 設 の 状 態 等   

1） 安 全 ・ 安 心 の 確 保  

近 年 、 わ が 国 に お い て は 、 こ れ ま で 経 験 し た こ と の な い 規 模 の 集 中 豪 雨 や

大 型 台 風 の 襲 来 に よ る 度 重 な る 水 害 な ど 、 自 然 災 害 が 相 次 い で い る こ と か ら 、

大 阪 市 に お い て も 、 市 民 が 安 全 で 安 心 で き る 暮 ら し を 実 現 ・ 維 持 し て い く た

め に 、 こ れ ま で 整 備 し て き た 治 水 施 設 の 機 能 を 保 持 し て い く こ と が 不 可 欠 で

す 。 こ の た め 、 河 川 管 理 施 設 や 河 川 の 状 態 、 出 水 経 過 、 河 川 周 辺 の 状 況 等 に

対 応 し た 的 確 な 河 川 管 理 を 継 続 的 に 行 う 必 要 が あ り ま す 。  

  ま た 、親 水 施 設 に つ い て も 、市 民 が 快 適 に 利 用 し 続 け る こ と が で き る よ う 、

引 き 続 き 適 切 な 維 持 管 理 が 必 要 で す 。  

 

2） 河 川 管 理 施 設 の 老 朽 化 と 多 岐 に わ た る 施 設  

河 川 の 維 持 管 理 は 、「 治 水 、 利 水 、 環 境 と い う 目 的 に 応 じ た 管 理 」、「 日 常

か ら 洪 水 時 ま で の 河 川 の 状 態 に 応 じ た 管 理 」、「 堤 防 、排 水 機 場 さ ら に は 河 道

と い っ た 河 川 管 理 施 設 の 種 類 に 応 じ た 管 理 」 と い う よ う に 、 そ の 内 容 は 広

範 ・ 多 岐 に わ た っ て い ま す 。  

ま た 、建 設 か ら 50 年 近 く 経 過 し て い る 護 岸 も 多 く 、施 設 の 老 朽 化 が 進 行

し て お り 、ま た 、過 去 幾 度 に も わ た っ て 改 修 ・ 補 修 さ れ て き た 経 緯 か ら 、各

施 設 の 構 造 に 応 じ て 的 確 に 劣 化 状 況 （ 健 全 度 ） を 把 握 す る 必 要 が あ り ま す 。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 錆 （ 気 中 ）  

発  錆 （ 水 中 ）  

＜ 鋼 矢 板 護 岸 の 劣 化 状 況 ＞  

＜ 整 備 後 ５ ０ 年 を 迎 え る 河 川 護 岸 ＞  



６ 

 

な お 、 整 備 後 50 年 を 経 過 す る 堤 防 護 岸 は 、 平 成 30 年 度 時 点 で は 全 体 の 約

10%で す が 、 そ の 20 年 後 （ 令 和 20 年 度 ） に は 約 68%と な る こ と が 想 定 さ

れ て い ま す 。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま た 、 護 岸 の 老 朽 化 の 進 行 状 況 や 鋼 矢 板 護 岸 点 検 評 価 結 果 を 踏 ま え 、 補 修 の

必 要 な 割 合 が 増 加 し て い く こ と が 見 込 ま れ ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価 区分  状態  
変状  

確認  

機能  

支障  

a 異状 なし  
・目 視 で き る 変 状 が な い 、ま たは 目 視できる軽微な変状

が 確 認 さ れ る が 、 堤 防 等 河 川 管 理 施 設 の 機 能 に支 障
が 生じ てい ない 健全 な 状態  

なし  なし  

b 
要監 視  

段階  

・堤 防 等 河 川 管 理 施 設 の 機 能 に支 障 が生じていないが、
進 行 す る 可 能 性 の あ る 変 状 が 確 認 さ れ 、 経 過 を監視
す る 必 要が あ る 状 態（軽 微 な 補 修 を 必 要 と する 場合 を
含 む）  

あり  なし  

c 
予防 保全  

段階  

・堤防等河川管理施設の機能に支障が生じていないが、
進行性があり予防保全の観点から、対策を実施するこ
とが望ましい状態 

・詳細点検（調査を含む）によって、堤防等河川管理施
設の機能低下状態を再評価する必要がある状態 

あり  なし  

d 措置 段階  

・堤 防 等 河 川 管 理 施 設 の 機 能 に支 障 が生じており、補修
又は 更新 等の 対策 が必 要 な状 態  

・詳 細 点 検（ 調 査 を 含 む ）に よっ て 機能に支障が生じて
いる と判 断さ れ、 対策 が 必要 な状 態  

あり  あり  

 

現 状 （平 成 30 年 度 末 ） 

＜ 鋼 矢 板 護 岸 点 検 評 価 結 果 (平 成 ３ ０ 年 度 )＞  

約 10％ 

劣 化 度 a 

劣 化 度 b 

劣 化 度 c 

劣 化 度 d 

施 設 劣 化 度 の  

分 類 と 考 え 方  

20 年 後 （令 和 20 年 度 末 ） 

50 年 未 満  
約 ３２％ 

約 6８％ 
約 90％ 

＜ 護 岸 老 朽 化 の 進 行 状 況 ＞  

50 年 以 上  

50%
32%

18%

0%



７ 

 

3） 限 ら れ た 財 源  

将 来 に わ た り 河 川 管 理 施 設 の 機 能 を 保 持 し て い く に は 、施 設 の 更 新 や 補 修

が 必 要 と な り ま す 。こ れ ま で の 事 後 保 全 型 に よ る 維 持 管 理 の 場 合 、整 備 後 約

50～ 60 年 後 に 改 修 の 必 要 が 生 じ る 可 能 性 が 高 く な り ま す 。 し た が っ て 、

上 記 の 様 に 整 備 後 50 年 を 過 ぎ る 施 設 が 増 加 し 、多 数 を 占 め る こ と か ら 、改

修 の た め の 多 額 の 事 業 費 が 短 期 間 に 必 要 と な り ま す 。  

し か し 、大 阪 市 は 非 常 に 厳 し い 財 政 状 況 に あ り 、限 ら れ た 予 算 と 人 員 体 制

の 中 で 、こ れ ま で 以 上 に 効 率 的・効 果 的 な 事 業 実 施 が 必 要 で あ り 、計 画 的 維

持 管 理 に よ る 施 設 の 延 命 化 や 事 業 費 の 縮 減 ・ 平 準 化 が 求 め ら れ て い ま す 。



８ 

 

４ ． 河 川 施 設 の 維 持 管 理 方 針   

 

1） 維 持 管 理 計 画 の 基 本 方 針  

 

こ う し た 課 題 を 解 決 す る た め 、『 大 阪 市 河 川 管 理 施 設 維 持 管 理 計 画 』を 策 定 し 、

以 下 の 基 本 方 針 を 決 定 し ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 た る 河 川 管 理 施 設 で あ る 堤 防 ・ 護 岸 は 、 延 長 が 極 め て 長 い 線 的 構 造 物 で あ

り 、 一 箇 所 で あ っ て も 決 壊 し た 場 合 、 一 連 区 間 全 体 の 治 水 機 能 を 喪 失 し て し ま

う と い う 特 性 を 有 し て い ま す 。 水 門 や 排 水 機 場 と い っ た 管 理 施 設 に つ い て は 、

常 時 稼 働 し て い な く て も 運 転 時 に は そ の 機 能 を 確 実 に 発 揮 し 、 機 能 停 止 と い う

事 態 を 招 く こ と な い よ う 、 施 設 の 信 頼 性 を 確 保 し 、 機 能 の 保 持 に 努 め る こ と が

不 可 欠 で す 。  

そ の た め 、 効 果 的 ・ 効 率 的 な 維 持 管 理 が 実 施 で き る よ う 、 河 川 ご と の 優 先 度

を 勘 案 し て 、 各 施 設 の 機 能 ・ 特 性 に 応 じ た 分 類 を 行 い 、 優 先 順 位 を 定 め る 必 要

が あ り ま す 。  

ま た 、 維 持 管 理 の 実 施 に あ た っ て は 、 劣 化 が 進 行 し 、 全 面 的 な 更 新 で あ る 改

修  (事 後 保 全 型 )が 必 要 と な る 前 に 、点 検 に よ る 状 態 把 握 を 行 い 、最 適 な タ イ ミ

ン グ で 補 修 を 行 う こ と で 寿 命 を 延 ば し 、 管 理 費 用 を 少 な く す る 予 防 保 全 型 の 維

持 管 理 を 基 本 と し ま す 。 な お 、 劣 化 状 況 か ら 施 設 の 機 能 維 持 に 重 大 な 支 障 が 生

じ る と 判 断 し た 場 合 に は 、本 計 画 の 実 施 内 容 を 見 直 し 、必 要 な 対 策 を 行 い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. 安全・安心の確保 

２. 河川管理施設の老朽化と多岐

にわたる施設 

３. 限られた財源 

現
状
と
課
題 

◎災害時に必要機能が確保できるよう維持管理を

実施する 

 

◎全ての河川管理施設を対象とし、河川ごとの優

先度を勘案し、各施設の機能・特性に応じて分

類し、優先順位を定める 

 

基
本
方
針 



９ 

 

２ ） 維 持 管 理 の PDCA サ イ ク ル  

 

効 果 的・効 率 的 な 維 持 管 理 を 下 図 の PDCA サ イ ク ル で 推 進 し 、計 画 の 精 度 向

上 を 図 り ま す 。（ ５ 年 ご と に 計 画 の 更 新 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 維 持 管 理 の PDCA サ イ ク ル ＞  

 

施設の維持補修
目標管理⽔準まで劣化した施設は
速やかに補修・補強を⾏う。

計画の精度向上のための評価分析

・目標管理⽔準の達成状況の把握
・計画の実効性について評価分析
→点検頻度や点検内容の妥当性
→劣化予測と実際の施設点検によ
る劣化程度の⽐較等

河川維持管理計画の
作成・更新

評価分析結果から点検頻度や
点検内容の変更、優先順位の
設定等を⾏い、計画を更新

施設の点検・現状把握・評価

①市職員による日々の保全巡
視や清掃時の点検、⽔防踏査
②施設の基本情報（⼯事履歴、
被災履歴、構成部材）、点検
結果とその履歴を記録
③点検台帳等に蓄積されたデー
タから施設の状態、損傷及び劣
化程度を評価

P

DC

A
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５ ． 対 策 の 優 先 順 位 の 考 え 方   

１ ） 管 理 河 川 と そ の 特 性 を 踏 ま え た 優 先 順 位  

 管 理 河 川 に つ い て は 、 そ れ ら の 治 水 ・ 利 水 ・ 環 境 上 の 特 性 を 踏 ま え て 、 優

先 度 Ⅰ ～ Ⅲ に 分 類 し 、 以 下 の と お り 優 先 順 位 を 定 め ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優 先 度

の 分 類  
特  性  河    川  

優 先 度  

 Ⅰ  

 治 水 上 重 要 性 が 高 く 、 背 後 地 等

の 状 況 を 踏 ま え 、 迅 速 に 機 能 確 保

を 図 る 必 要 が あ る 河 川  

住 吉 川 (水 門 下 流 、 敷 津 運 河 含 む )、  

加 美 巽 川 、 道 頓 堀 川 、 東 横 堀 川 、   

細 江 川 (準 用 区 間 )、  城 北 川  

優 先 度  

 Ⅱ  

 治 水 機 能 が 求 め ら れ る が 、 一 定

レ ベ ル の 整 備 が 完 了 し 、 背 後 地 等

の 状 況 を 考 慮 し 、 機 能 確 保 を 図 る

必 要 が あ る 河 川  

今 川 、 駒 川 、 鳴 戸 川 、   

住 吉 川 (水 門 上 流 ）、  空 港 放 水 路  

優 先 度  

 Ⅲ  

治 水 上 の 重 要 性 が 低 い 河 川   十 三 間 川 、 大 野 川 、   

長 瀬 川 、 三 軒 家 川 、  細 江 川 (普 通 河 川 )  

＜ 優 先 順 位 の 考 え 方 ＞  

・ 各 河 川 の 施 設 を 機 能 ご と に 分 類 し 、 施 設 の 機 能 停 止 時 に お け る 周 辺 地 域  

 へ の 影 響 及 び 更 新 コ ス ト を 勘 案 し て 、 優 先 順 位 付 け を 行 い ま す 。  

 管 理 河 川 の  

優 先 度 の 分 類  

優先度Ⅱ 

10  

優先度Ⅰ 

優先度Ⅲ 
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2） 維 持 管 理 手 法  

① 維 持 管 理 手 法  

 

主 な 河 川 管 理 施 設 の 機 能 と 構 造 形 式 か ら 、 以 下 の よ う に 維 持 管 理 手 法 を 適 用

し ま す 。 ま た 、 こ れ ら 維 持 管 理 手 法 の 区 分 ご と に 管 理 水 準 を 設 定 し ま す 。  

 

 

＜ 施 設 の 維 持 管 理 手 法 の 区 分 ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予 防 保 全  

状 態 監 視 型 （A） 時 間 計 画 型 （B） 

・劣 化 状 態 を把 握 し、最 適 なタイミングで補 修  
・劣 化 予 測 できるものは計 画 的 対 応 ( 予 測 計 画 型 )  
・点 検 等 により異 常 を確 認 して、補 修 対 応  

・点 検 を⾏ い、機 能 を確 保 できるように  定 期 的
に補 修 対 応   

＜ 主 な 河 川 管 理 施 設 に お け る 維 持 管 理 手 法 ＞  
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②  維 持 管 理 手 法 の 区 分 ご と の 考 え 方  

 

(A)-1 状 態 監 視 型 （ 目 標 管 理 水 準 が ｃ の 施 設 ）  

【 対 象 施 設 】  

護 岸 （ 鋼 矢 板 ※ 予 測 計 画 型 ）、 護 岸 (コ ン ク リ ー ト )、  

水 門 （ 扉 体 ・ 機 械 設 備 ・ 電 気 設 備 等 ）  等  

【 維 持 管 理 方 法 】  

点 検 に よ り 施 設 の 状 態 を 把 握 し 、劣 化 度 を 判 定 し た 上 で 、最 適 な タ イ ミ

ン グ で 補 修 対 応 を 図 る も の と す る 。  

特 に 、鋼 矢 板 等 に つ い て は 、劣 化 度 判 定 に 基 づ き 、時 間 経 過 に 伴 う 劣 化 ・

損 傷 を 予 測 し た 上 で 、施 設 の 機 能 保 全 や 安 全 性 確 保 に 支 障 と な る 劣 化 ・ 損

傷 を 未 然 に 防 止 し 、施 設 の 機 能 確 保 の た め の 延 命 化 を 目 的 と す る 修 繕 、更

新 を 行 う こ と を 目 指 す (※ 予 測 計 画 型 )。  

【 適 用 の 考 え 方 】  

機 能 の 低 下 が 致 命 的 に な る 前 に 、補 修 ・ 補 強 等 を 実 施 す る 予 防 保 全 対 策

を と る こ と が 経 済 的 か つ 効 率 的 な 長 寿 命 化 に つ な が る も の 。  

【 管 理 水 準 】  

点 検 結 果 に 基 づ い た 部 材 の 劣 化 度 の 判 定 も し く は 劣 化 予 測 を 行 い 、劣 化

度 ｄ ま で 劣 化 が 進 行 す る と 予 想 さ れ る 時 点 を 目 安 に 、劣 化 度 ｃ 時 点 で 計 画

的 な 維 持 補 修 を 行 う こ と を 目 指 す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ (A)-1 に お け る 管 理 手 法 の イ メ ー ジ ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（
劣

化

度

） 

 

目 標 管 理 水 準  

a 

b 

c  

d  

経 過 年 数 （ 年 ）  

 

現 在  

 

補 修  補 修  更 新  

点 検 結 果 に よ り 、 劣 化 度 の 判 定 等 を 行 い 、  

劣 化 度 c 時 点 で 計 画 的 に 維 持 補 修  
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(A)-2 状 態 監 視 型 （ 目 標 管 理 水 準 が ｄ の 施 設 ）  

【 対 象 施 設 】  

安 全 柵 、 フ ェ ン ス  等  

【 維 持 管 理 方 法 】  

日 常 点 検 等 に よ り 適 切 な 維 持 管 理 を 行 い つ つ 、劣 化 や 損 傷 が 顕 在 化 し た

時 点 で 更 新 す る 。  

【 適 用 の 考 え 方 】  

部 材 の 損 傷 が 市 民 生 活 に 与 え る 影 響 が 相 対 的 に 小 さ い と 考 え ら れ る も の 。 

【 管 理 水 準 】  

 定 期 点 検 の 結 果 、 劣 化 度 ｄ と 判 定 さ れ た 時 点 で 補 修 ま た は 更 新 を 行 う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ B）  時 間 計 画 型  

【 対 象 施 設 】  

水 門 （ 監 視 制 御 装 置 等 ）、 警 報 装 置 、 テ レ メ ー タ 施 設 （ 河 川 水 位 計 等 ）、 

防 災 シ ス テ ム 、 河 川 情 報 板 （ 船 着 場 設 備 ） 等  

【 維 持 管 理 方 法 】  

日 常 点 検 等 に よ り 、 適 切 な 維 持 管 理 を 行 い 、 消 耗 部 品 等 を 適 宜 交 換 し 、

更 新 年 数 に 達 し た 時 点 で 更 新 す る こ と に よ り 、 機 能 確 保 を 図 る 。  

【 適 用 の 考 え 方 】  

構 成 す る 機 器 ご と に 所 定 の 耐 用 年 数 が 設 定 さ れ て お り 、故 障 し た 場 合 に

施 設 の 機 能 に 致 命 的 な 影 響 を 与 え る も の 。  

【 管 理 水 準 】  

所 定 の 更 新 年 数 に 達 し た 時 点 で 、 定 期 点 検 の 結 果 を 踏 ま え 更 新 を 行 う 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜ (B)に お け る 管 理 手 法 の イ メ ー ジ ＞  

 経 過 年 数 （ 年 ）  

 

a 

b 

c  

d  

目 標 管 理 水 準  

（
劣

化

度

） 

 

更 新  

現 在  

 

所 定 の 更 新 年

目 標 管 理 水 準  

＜ (A)-2 に お け る 管 理 手 法 の イ メ ー ジ ＞  
 経 過 年 数 （ 年 ）  

a 

b 

c  

d  

（
劣

化

度

） 

 

補 修 ま た は 更 新  

現 在  

 

点 検 結 果 に よ り 、 劣 化 度 d に

達 し た 場 合 、 補 修 ま た は 更 新  
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6． 施 設 の 状 態 把 握   

1） 施 設 の 点 検  

計 画 的 維 持 管 理 を 行 う た め に は 施 設 の 状 態 を 正 確 に 把 握 す る た め の 点 検 が

必 要 不 可 欠 で す 。 ま た 、 点 検 デ ー タ を 蓄 積 す る こ と で 、 部 材 や 地 域 毎 の 劣 化

進 行 度 を 把 握 す る こ と が で き 、 よ り 精 度 の 高 い 劣 化 予 測 の も と 、 ラ イ フ サ イ

ク ル コ ス ト （ LCC） を 縮 減 し た 効 率 的 な 維 持 管 理 計 画 の 策 定 が 可 能 と な り ま

す 。  

大 阪 市 で は 次 の ① ② の と お り 点 検 を 実 施 し 、 施 設 の 状 態 把 握 を 行 い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

①  市 職 員 による日 々の保 全 巡 視 や水 防 踏 査 点 検  

市 職 員 に よ る 調 査 は 以 下 の 2 つ で す 。 調 査 は 陸 上 お よ び 船 上 か ら の  

目 視 調 査 を 基 本 と し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 水 防 踏 査 点 検 状 況 （ 護 岸 変 状 調 査 ） ＞  

① 市 職 員 による日 々の保 全 巡 視 や 

水 防 踏 査 点 検  

河 川 利 用 者 の 安 全 確 保 、 施 設 の

機 能 損 傷 の 早 期 発 見 、 及 び 機 能 損

失 に 直 結 す る 劣 化 の 発 生 状 況 の

把 握 を 主 目 的 と し て 、 実 施 し ま

す 。  

② 専 門 業 者 による定 期 的 な点 検  

コ ン ク リ ー ト や 鋼 矢 板 等 、 施 設

を 構 成 す る 部 材 に つ い て 、 必 要 に

応 じ て 機 器 等 を 用 い 、 劣 化 状 況 を

点 検 し 、 劣 化 度 の 判 定 を 行 い ま

す 。  

頻 度 ：  市 民 か ら の 通 報 や 、日 常 パ ト ロ ー ル に て 異 常 を 発 見 し た 場 合  

   に 実 施  

内 容 ： 市 民 か ら の 通 報 や 日 常 の パ ト ロ ー ル 時 等 に 発 見 し た 緊 急 性 の

あ る 施 設 の 異 常 等 に 対 し 、 状 況 把 握 を 行 い ま す 。  

保 全 巡 視 点 検  

頻 度 ：  1 回 ／ 1 年  

内 容 ：  保 全 巡 視 点 検 で 把 握 し に く い 堤 防 ・ 護 岸 等 を 踏 査 し 、 施 設 の

細 部 に 渡 る 劣 化 箇 所 及 び 劣 化 状 況 を 把 握 し ま す 。  

水 防 踏 査 点 検  

（ 遠 景 ）  （ 近 景 ）  
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② 専 門 業 者 による定 期 的 な点 検  

専 門 業 者 に よ る 調 査 は 以 下 の 2 つ で す 。調 査 は 目 視 調 査 、船 上 や 潜 水 に

よ る 調 査 、 超 音 波 計 等 の 機 器 を 用 い た 調 査 を 行 い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜ 膜 厚 調 査 状 況 ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ＜ 肉 厚 調 査 状 況 ＞        ＜ 鋼 矢 板 肉 厚 調 査 イ メ ー ジ ＞  

 

頻 度 ：  1 回 ／ 5 年  

内 容 ： 施 設 の 構 造 ご と に 想 定 さ れ る 損 傷 ・ 破 壊 ・ 変 状 形 態 に 対 し 、

構 造 物 の 目 視 調 査 及 び 膜 厚 調 査 等 を 行 い 、 各 部 材 の 劣 化 箇 所

及 び 劣 化 度 を 判 定 し ま す 。  

定 期 点 検  

頻 度 ：  必 要 に 応 じ て  

内 容 ： 水 防 踏 査 点 検 や 定 期 点 検 で 、変 状 の 発 生 原 因 が 不 明 な 場 合 や 、

点 検 結 果 だ け で は 評 価 が 困 難 な 場 合 は 、 必 要 に 応 じ て 詳 細 点

検 （ 調 査 含 む ） を 実 施 し 、 原 因 分 析 を 行 い ま す 。  

詳 細 点 検  

 
 

潜水作業中 

（ 船 上 か ら 調 査 を 行 う 場 合 ）
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2） 状 態 把 握 の 流 れ  

施 設 の 状 態 把 握 の 流 れ を 下 記 の フ ロ ー 図 に 示 す 。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の精度 向 上のための評 価分 析 に基づく 

維持 管 理計 画 の更新  

②専 門 業 者 による定 期 的 な点 検  

①  市 職 員 による日 々の保 全 巡 視 や⽔ 防 踏 査 点 検  

保全巡視 点検 (ﾊﾟﾄﾛｰﾙ )  

 ・随時 対応 /対 応 必要河川  

水防踏査 点検  

 ・年１ 回 /全河 川  

必要な緊 急対応・ 措置  

点検・補 修・対応 状況を点 検台帳等 へ反映  

健 全 度 評 価  要 対 応  

要 対 応  健 全 o r  

監 視 対 応  

対 応 不 要  

定期点検 (河道内・ 水中、膜 厚調査等 )  

緊急補修 (必要時 )  

詳細点検  

台帳更新  

健 全 度 評 価  

要 対 応  
健 全 o r  

監 視 対 応  

必 要 に 応 じ て  
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7． 対 策 内 容 と 実 施 時 期   

 

点 検 に よ る 状 態 把 握 を 行 い 、 最 適 な タ イ ミ ン グ で 補 修 を 行 う こ と で 寿 命 を 延 ば

し 、 管 理 費 用 を 少 な く す る 予 防 保 全 に よ る 維 持 管 理 を 基 本 と し 、 劣 化 状 況 か ら

適 切 な 時 期 に 必 要 な 対 策 を 行 っ て い き ま す 。  

 

1） 主 な 対 策 内 容  

① 予 防 保 全 — 状 態 監 視 型  

・ 護 岸    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜ 鋼 矢 板 護 岸  塗 装 前 ＞       ＜ 鋼 矢 板 護 岸  塗 装 後 ＞  

 

 

・ 機 械 、 電 気 設 備  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 水 門 施 設  部 分 改 築 （ 防 食 板 取 替 ） 前 ＞   ＜ 水 門 施 設  部 分 改 築 （ 防 食 板 取 替 ） 後 ＞  

 

管理施設 主な補修・補強対策

水門施設（扉体等） 塗装

水門施設（開閉装置等） 部分改築

管理施設 主な補修・補強対策

鋼矢板 塗装、ライニング
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  ・ 親 水 施 設  

 

     

 

・ 河 道  

 

 

 

 

 

② 予 防 保 全 — 時 間 計 画 型  

・ 電 気 ・ 機 械 設 備  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2） 実 施 時 期 （ 予 定 ）  

 

管理施設 主な補修・補強対策

遊歩道 部分改築

対  策  内  容  
対  策  時  期  

R１  R２  R３  R４  R５  R６  R７  R８  R９  R10  

 
点 検 ・ 評 価   

全 施 設 1 回 / 年 、
（ 詳 細 点 検 等     

1 回 /5 年  ）  

     

  
   

状 態 監 視
に よ る 補 修  

点 検 に よ る 状 態 把
握 の 上 、 劣 化 度 を
判 定 す る な ど 最 適
なタ イ ミン グ で 補 修  

        
 

 

設 備 修 繕 ・
更 新  

点 検 の 結 果 を 踏 ま
え 、 計 画 的 に 機 電
設 備 の 補 修  

 

         

詳 細 点 検 等  計 画 更 新  計 画 更 新  詳 細 点 検 等  

管理施設 補修・補強対策

水門及びポンプ施設の操作盤等 更新年数に達した時点で、定期点検に基づき更新

日 常 点 検 等  

管理施設 主な補修・補強対策

河床 浚渫
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８ ． 対 策 費 用   

 

策 定 し た 計 画 に 従 い 、 予 防 保 全 等 に よ る 維 持 管 理 を 実 施 し た 場 合 の コ ス ト を

算 出 し ま し た 。 算 出 結 果 を こ れ ま で の 維 持 補 修 （ 全 面 改 修 ） に か か る 費 用 と 比

較 し た と こ ろ 、今 後 30 年 間（ 2021～ 2050）の 更 新 費 用 と 維 持 補 修 費 用 の ト

ー タ ル コ ス ト が 約 20％ 削 減 さ れ る こ と が 見 込 ま れ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 参 考 ）  

年 平 均 に 換 算 す る と 、 以 下 の 通 り 。  

＜ 単 純 更 新 ＞  

補 修 ： 約 6 億 円  

改 修 ： 約 26 億 円  

※ な お 、各 種 災 害 や 社 会 情 勢 等 に よ り 、本 試 算 値 に つ い て は 、変 動 が 生 じ る 可

能 性 が あ り ま す 。  

＜ 計 画 的 維 持 管 理 ＞  

補 修 ： 約 10 億 円  

改 修 ： 約 15 億 円  
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【 用 語 集 】  

 語  句  定  義  

1 公 共 施 設  

本 市 が 管 理 す る 庁 舎 や 市 民 利 用 施 設 、 学 校 、 市

営 住 宅 等 の 市 設 建 築 物 と 、道 路・港 湾・地 下 鉄 ・

水 道 ・ 工 業 用 水 道 ・ 下 水 道 等 の い わ ゆ る イ ン フ

ラ 施 設 を 含 む 。  

2 更 新  
老 朽 化 等 に よ り 機 能 が 低 下 し た 施 設 等 を 取 り

替 え 、 同 程 度 の 機 能 に 再 整 備 す る こ と 。  

3 長 寿 命 化  

適 切 な 維 持 管 理 を 行 う こ と に よ り 、 施 設 の サ ー

ビ ス 水 準 を 確 保 し つ つ 、 施 設 の 延 命 化 を 図 る こ

と 。  

4 平 準 化  不 均 衡 や 格 差 を な く す こ と 。  

5 
ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト  

（ LCC）  

施 設 の 建 設 か ら 運 用 、保 全 、修 繕 、解 体（ 廃 棄 ）

ま で の 全 期 間 に 要 す る 費 用 。初 期 の 建 設（ 設 置 ）

費 用 で あ る イ ニ シ ャ ル コ ス ト と 、 運 用 、 保 全 、

修 繕 等 の た め の ラ ン ニ ン グ コ ス ト 、 解 体 コ ス ト

に よ り 構 成 さ れ る 。  

６  一 級 河 川  

国 土 保 全 上 又 は 国 民 経 済 上 、 特 に 重 要 な 水 系 に

係 る 河 川 で 国 土 交 通 大 臣 が 指 定 し た 河 川 。 な

お 、 一 級 河 川 の 管 理 者 は 国 土 交 通 大 臣 で す が 、

区 間 と 事 項 を 定 め て 都 道 府 県 知 事 又 は 政 令 市

長 に そ の 事 務 の 一 部 を 委 任 で き 、 こ の 区 間 を 指

定 区 間 と い う 。  

７  準 用 河 川  

一 級 河 川 及 び 二 級 河 川 以 外 の 河 川 で 、 河 川 法 の

規 定 の 一 部 を 準 用 し 、 市 町 村 長 が 管 理 す る 河

川 。  

８  普 通 河 川  
一 級 河 川 、二 級 河 川 、準 用 河 川 以 外 の 小 河 川 で 、

市 町 村 長 が 管 理 す る 河 川 。  

 


